
 

① 2024 年 7 月 8 日(月)～10 日(水) 

 尾瀬 アヤメ平と至仏山を登る山旅を計画しました。 

梅雨時で天候はまるで期待できないと思っていまし

たから、曇りと小雨の中で予定通りに歩くことができ

たのは、幸いでした。 

 22 時にバスタ新宿で集合し、夜行バスで尾瀬戸倉に

翌日 4 時過ぎに到着。鳩待峠行きのシャトルバスを待

つ間に、朝食。5 時 30 分にバスに乗り、鳩待峠には

6 時前に着き、身支度を整えて歩き始めました。 
鳩待峠休憩所の裏手に、

鳩待通りの登山口がある。 

静かな樹林帯を行く。今日、この道を行くの

は先行した二人組のほか、我々のみ。 

鳩待峠から 2.3km の標柱のあると

ころで小休止。地図にある中ノ原か。 

樹林帯を抜けて急に開けた。明るくて

気持ち良い。横田代に到着したようだ。 
しばらく田代の中を歩いて、そして、振り返ればこ

の景色。明日登る至仏山がデーンと聳えている。 

横田代のベンチで小休止。静寂と清浄な空気、

風景の中、水分とエネルギー源を補給する。 

← 横田代から中原山へ向か

うと、正面に燧ヶ岳が見えて

きた。声をかけ、振り向いて

もらって、写真を撮った。 

→ 中原山の山頂。樹木の中

で見晴らしはなし。この標柱

の下に三角点の石柱が、笹に

埋もれて立っていた。 

アヤメ平に着いた。「天空の楽園」と呼ばれて

いて、360°の景観が広がる場所。 

天気が良くて先の道程が短いなら、何時間で

も眺めていたい、昼寝でもしていたいと思う。 

長い休憩を終えて、我が LMC の旗を取り出

して、写した。 

ギンリョウソウ 

ゴゼンタチバナ 

 アヤメ平を離れて富士見田代に向

かう。写真を撮り忘れたが、傾斜した

木道には網状のゴムが貼られており、

足を滑らせることはなさそうで、安心

して歩くことができた。 

富士見田代の分岐点。ま

っすぐ行けば富士見峠。左

に折れて竜宮へ下る。 

左に進むと

すぐに富士見

田代がある。

池を囲む小さ

い湿原だ。 

雨粒が落ち

てきたのでザ

ックカバーを

かけた。 

緩やかな下りが続き、土場に着いた。ベンチで小休

止。気持ちの良い山道だったが、この後、距離約

700m、標高差約 230m の段差の大きい下りの急坂

があって、苦労した。 

尾瀬ヶ原の高さまで降りてきた。竜宮十字路はす

ぐそこ。龍宮小屋で冷たい缶ビールを買って飲もう。 

（つづく） 

リュウキンカ 



 

② 2024 年 7 月 8 日(月)～10 日(水) 

 竜宮十字路に 11 時 37 分到着。ベンチにザックを置いて

龍宮小屋までビールを買いに走った（本当に走った訳ではな

い）。何はともあれ、缶ビールの栓をプチっと切って乾杯。一

口飲んでから、弁当を開きゆっくり食事をした。 

 歩いているときからヘリコプターの音がしていたが、小屋

に食料などを届けに来たようで、龍宮小屋の裏の空き地 

に荷物を下ろしていた。  小屋に入って、雨と汗

に濡れたシャツを着がえ

て、乾燥室に吊るして、部

屋に入ればこの楽しみが

待っている。 

一日、ご苦労さん。 

山ノ鼻到着 

13 時 51 分 

約 8 時間 

本日の 

予定の行程 

無事踏破 

 風呂に入り、さっぱりしたところで夕

食。なぜか、吾一さんの奢りの生ビール。 

 乾杯！  

美味かったー！ 

ご馳走さん！ 

 部屋に戻って少し飲み、早めに就寝。 

7 月 10 日。5 時起床。雨は降っていない。部屋の窓から至仏山が見えている。さあ、あの頂を目指そう。 

 昼食を終えて歩き出す。と間も

なく雨が降り出した。雨具を取り

出すのも面倒なので、傘をさして

歩いたが、30 分ほどで止んだ。 

山の鼻小屋の前で。右写真左から 

成田修・川村吾一・梶山實・勝沼正敬 

が今回の山旅の仲間。 

目指すは左の頂 2,223m。 

標高差 810m 余。 

小休止したベンチで。 

ずいぶん上まで登ってきた。

燧ヶ岳は雨にけぶっているが、

尾瀬ヶ原はきれいに見える。 

至仏山は、終始このような急坂が続く。木の階段も壊れている部

分が多いし、巨岩をよじ登らなければならないので、ちょっとした

登山技術が必要なコースだ。 

高山植物の花畑が広がっている

ことでも知られる、高天原で昼食

を終えて、最後の登りに。 

至仏山から小至仏山へ。

こんな道の連続で、苦労 

をした。 
小至仏山の山頂で。 

至仏山の山頂へ着いた。濃い霧でレンズが曇ったか。 

小至仏山山頂 
 小山沢田代に降りてきてホッとしました。それからも

長い道のりでした。最終バスは諦めて、木道で滑って怪

我をしては大変なので、ゆっくり下ってきました。 

 予定時間を大幅に遅れ心配しましたが、全員無事に帰

ってくることができて、今は心から安堵しています。 

同行の皆さん、ありがとうございました。    勝沼 

（この記録作成には梶山さんの写真も拝借しました） 小山沢田代 

オオタカネバラ 


